










































Sound, Voice and Music as Skills of Nursery School Teachers：
The Possibilities for Training Nursery School Teachers through 





















































































































































































































































































































































　クラス 歌唱 弾き歌い 楽器演奏 音付け 手遊び歌 絵本 身体表現 即興演奏 発達に合った遊び
保育科 1年の平均 3.29 2.57 2.97 2.66 3.35 3.22 2.89 2.24 2.75
こども音楽療育演習
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Analysis of Discrepancies found in the Evaluation of 
Training Programs in Child-care and Welfare Facilities
Masayo SASAKI　　Naomi HISAMATSU
Ⅰ．はじめに
　本学保育科では、保育士資格および幼稚園教諭二種免許状取得のための実習（必修）は、
①第１回保育所実習（「保育実習Ⅰａ」：１年次学年末）、②幼稚園教育実習（「教育実習」：
２年次５月末～６月初旬）、③施設実習（「保育実習Ⅰｂ」：２年次夏季休業期間中）、④第
２回保育所実習（「保育実習Ⅱ」：２年次11月前半）の順に行っている。当然ながら、学生
はこれら４回の実習を通して学びを積み重ね、保育者としての実践力を身に付けていく。
　これまでの学生の自己評価によると、①では、保育現場の実際を知るとともに、実習で
の学び方を学ぶ。例えば、保育を参観する中で浮かんだ疑問を保育士に尋ね、説明や指導
を受けたことを記録することで保育理解をすすめるといったことである。②では、研究保
育をやり遂げることから子どもの発達過程を捉えるとともに、具体的な保育の知識や技術
を身に付ける。そのためには、事前に準備した遊びを部分保育として実践し、子どもの反
応や幼稚園教諭のアドバイスによって自分の子ども観や保育理解を修正し、研究保育の計
画･実践に反映していく。③では、困難を抱えた入所児・者が懸命に生きている姿から自分
自身について振り返り、保育者としての生き方を捉え直す。所謂、自己覚知である。特に、
小学校・中学校教諭免許状取得のために他学科の学生が同じ時期に施設での介護等体験実
習を実施するようになってからは、保育実習においては入所児・者一人一人を尊重する保
育者としての姿勢の獲得こそより重要であると分かった。④では、それまでの実習での学
びを総動員して、一人前の保育者として実習を全うする。
　このように、実習から戻った学生たちに教えられたり気付かされたりして、以降の実習
指導を改善するヒントを得てきた。しかし、最近は様子が違ってきている。実習での学び
が不明確なばかりか、目的意識が希薄なまま実習に臨んだのではないかと思われる学生も
目につくようになった。さらには、欠席や遅刻についての連絡・報告のルールを守ってい
ない学生、研究保育指導案や日誌を約束通りの日時に提出できない学生も見られるように
なった。「実習先ではこういうことはしないように」といった禁止事項のエピソードは豊富
になったが、学生の実習での学びを認め、実習で得た気付きを集約して次の学年の実習指
導に活かすというようなことは難しくなった。
　よって、保育士養成課程の改訂に伴って実習指導が「保育実習指導Ⅰ・Ⅱ」として拡充され、
実習評価票についても評価内容を具体的に示すなどの改良を行ったことを契機に、あらた
めて学生の①～④実習における学びについて検討することにした。実習ごとに実習評価票
と学生の自己評価について分析し、相互の“ズレ”を実習指導上の課題として以降の実習
に向けたガイダンスや次の学年の実習前指導に反映させてきた。また、実習評価票を改良
